
 

 

 

 

 

 

 

物覚えが悪くなったような

気がする       ➔ 

数カ月前の記憶が残らな

い 

目の前の人の名前が思い出

せない        ➔ 

目の前の人が誰なのかわ

からない 

物の置き場所を思い出せな

い          ➔ 

置いたこと自体を忘れて

いる 

何を食べたか思い出せない 

           ➔ 

食べたこと自体を忘れて

いる 

約束をうっかり忘れてしま

った         ➔ 

約束したこと自体を忘れ

ている 

経験したことが思い出せな

い          ➔ 

経験したこと自体を忘れ

ている 

曜日や日付を間違えること

がある        ➔ 

季節や今が何月だったか

がわからなくなる 
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令和 8 年 4 月 

〝
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
〟 

４
月
に
入
り
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
満
開
の
桜

が
、ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
一
年
生
た
ち
を
優
し
く

出
迎
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
悲
し
い
出
来
事
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
穏
や
か
な
環
境
で
の
び
の
び
と
学
び
、
平
和

の
尊
さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
月
の
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
は
、
２
月
号
で
お
届
け
し
た

「
認
知
症
に
つ
い
て
」
の
後
半
で
す
。 

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。
２
月
号

で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、早
め
に
気
づ
い
て
治
療
を
始
め
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。認
知
症
に
な
る
と「
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と（
記

憶
力
の
低
下
）」
は
増
え
ま
す
が
、
嬉
し
い
、
悲
し
い
と
い
っ
た
「
感

情
」
は
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
私
た
ち
が
、
そ
の
豊

か
な
感
情
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

    

       

     

      

挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
初
め
の
一
歩

で
す
。
笑
顔
で
の
挨
拶
は
、
日
頃
か
ら
不
安
や
心
細

さ
を
感
じ
て
い
る
認
知
症
の
方
に
、
想
像
以
上
の

安
心
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

   

       

●子供扱いは嫌！一人の大人として自分らしくありたい 

 本人はとても傷つきます。本人が好む会話をしながら、大人として普通に

接しましょう。 
 
●強制されたり、指示されたりは嫌！快適に毎日を過ごしたい 

 ゆったりと新聞を読んでいるのに、「少しは動かなくちゃ、あっちで体操を

しましょう」と手を引っぱっていこうとすれば、本人は嫌がるだけ。本人の

ペースを乱さないで。 
 
●自分の力で生活し、出来ないことだけサポートしてほしい 

 「もたもたして遅いから」と取り上げてしまう行為は本人をとても傷つけ

てしまいます。そっと見守ってサポートしてあげましょう。 
 
●安全と健康を見守ってもらいながらも、やりたいことは制止されたくない 

外出しようとすると、「転んで骨折したら困るでしょ」と叱りがち。「以前

のように鳩に餌をあげたいのに」との希望は一緒に散歩にお付き合いを。 
 

●長年なじんだ環境や人とのつながりを保ちたい 

 出しっぱなしの湯呑みなどは、どんどん片付けてしまいがち。勝手に動か

さず、「お友達を呼んでお茶にしようか」と声掛けし、ついでに整理整頓。 

※
以
下
、「
地
域
で
支
え
る
認
知
症 

虎
ノ
巻
」
よ
り
引
用 

    

       

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
を 

知
り
ま
し
ょ
う 

●本人の持っている力を引き出す 

 認知症になっても、歳をとっても、まだ自分のできる能力（残存能力）は、

たくさんあります。草取り、編み物など、得意なことに目を向けましょう。 

 

●本人の習慣を生かす 

 食事やお茶、トイレ、お掃除の仕方などその人なりの習慣を大切にしなが

ら触れ合うコミュニケーションもたのしくなります。 

 

●本人の好みや価値観を大切にする 

 服や好きな色、音楽、テレビ、健康法など本人の好みを知っておくと良い

コミュニケーションがとれます。 

 また、他人から見たら不必要と思える物も、本人には大切な物かもしれま

せん。品物に対する思いなども聞いておきましょう。 

目を見て 

微笑みながら 

ユーモアを 

 交えて 
好きな 

話題を 

ゆっくりと 

短い言葉で 

 おだやかに 

認
知
症
ケ
ア
は
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
が
多
く
、

家
族
の
誰
か
が
支
え
る
の
は
困
難
で
す
。 

 

家
族―

親
類―

友
人―

介
護
職
員―

ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー―

医
師―

歯
科
医
師―

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

と
い
っ
た
連
携
を
と
り
、
チ
ー
ム
一
丸
で
支
え
ま
し

ょ
う
。 

24
時
間
365
日
、
家
族
で
支
え
る
の
は
無
理
で
す
。

困
っ
た
ら
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。 

 

℡
・
０
８
８
３―

３
６―

６
５
４
３ 

 

●
主
な
支
援
内
容 

 

①
総
合
相
談
支
援 

 

②
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護 

 

③
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援 

 

④
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

        


